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項目 2008年度 前年比

紙 87,362kg 106%

びん・缶 30,556kg 97%

発泡スチロール 88,715kg 104%

発泡スチロール（減容インゴット化） 10,920kg 新

ダンボール 993,095kg 66%

廃食油 28,485kg 85%

魚アラ 153,795kg 92%

肉脂 32,746kg 97%

生ごみ 93,124kg 82%

共同購入シッパー内袋 5,971kg 106%

商品納品時フィルム 5,351kg 110%

合計
1,530,120kg
（1,530トン）

74%
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レジ袋節約率（2008年度末） 51.6％

節約できたレジ袋 562万枚

節約できた石油量推計 102,846ℓ（18ℓ缶で5,714缶）

CO2排出抑制効果 216,586kg
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共同購入チラシ回収量が1,521トン。回収率は発行量の57％に増加

リサイクル回収
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1日エコライフ項目
実行できた

人数
1日で減ら
せるCO2

減らせた
CO2の合計量

1 部屋を出るときは明かりを消した 1,896人 25 47,400
2 テレビをつけっぱなしにせず、見ていないときは消した 1,802人 45 81,090
3 洗剤やシャンプーを使いすぎず適量使った 1,799人 48 86,352
4 冷蔵庫の扉の開け閉めを少なくした 1,752人 12 21,024
5 シャワーのお湯は出しっぱなしにせず、こまめに止めた 1,741人 86 149,726
6 冷房は28℃以上に設定した 1,248人 111 138,528
7 レジ袋をもらわなかった 1,164人 42 48,888
8 部屋を片付けてから掃除機をかけた 963人 6 5,778
9 自動車などを使わずに徒歩・自転車・電車などで移動した 853人 400 341,200
１０白熱電球を電球形蛍光灯に交換した 407人 36 14,652

合　計 934,638g
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項　目 2008年度回収量
CO2削減効果係数

（kg当たり）
CO2換算

牛乳パック 48,850kg 170g 8,305kg

トレイ 28,306kg 3,200g 90,579kg

ペットボトル 70,839kg 733g 51,925kg

卵パック 22,913kg 733g 16,795kg

シッパー内袋 5,971kg 2,968g 17,722kg

合　計 176,879kg
185,326kg
（185.3トン）
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いわて生協のリサイクルの流れ
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02年度［基準年］ 08年度計画 08年度実績

供
給
高

店　舗
25,972 21,272 20,936

100.0％ 81.9％ 80.6％

共購・個配
11,122 14,693 13,392

100.0％ 132.1％ 120.4％

合計供給高［百万円］
37,094 35,965 34,328

100.0％ 97.0％ 92.5％

CO2

排
出
量

店　舗
10,629 10,526 9,969

100.0％ 99.0％ 93.8％

共購・個配
979 1,471 1,466

100.0％ 150.2％ 149.7％

合計CO2排出量［トン］
13,301 14,139 13,612

100.0％ 106.3％ 102.3％

原
単
位

店　舗
40.9 49.5 47.6

100.0％ 120.9％ 116.4％

共購・個配
8.8 10.0 10.9

100.0％ 113.7％ 123.9％

商品供給金額当たり
全体CO2排出量［トン/億円］

35.9 39.3 39.6

100.0％ 109.6％ 110.3％

※比率は2002年度比です

削減できた
電気使用量

CO2

削減効果

1 店舗天井照明取り外し・消灯
（仙北、青山、山岸、一関コルザで408本）

96,766kWh 42.5トン

2 本部北棟塔屋照明消灯 5,604kWh 2.5トン

3 蛍光管反射板装着で1灯取り外し
（3店、本部で26本）

3,936kWh 1.8トン

4 蛍光灯１灯取り外し
（本部、一関コルザで12本）

1,287kWh 0.6トン

5 飲料自販機撤去
（本部北棟、東棟各1台）

6,240kWh 2.7トン

6 太陽光発電
（セリオホールみたけ）

10,580kWh 1.9トン

7 エスコによる外部制御
（仙北、コープアテルイ）

425,435kWh 
 186.2ト

ン

8 バイオディーゼル燃料使用 310ℓ 0.8トン

合　計
551,068kWh

（電気のみ）
239.5トン

1 店舗・本部の天井照明の見直し 6
本部北棟・南棟に西側窓断熱
フィルム装着

2
店舗トイレに人感センサー配
置、LED照明への交換検討

7 自販機の交換・削減検討

3
夜間に商品のない冷ケースの
電源オフの設定

8
当直作業室の確保、日曜出勤
の制限推進

4
店舗・支部の冷設入口の「の
れん」「スイングドア」等未装
着箇所への設置

9 共同購入でのBDF使用の拡大

5
セットセンター補充室照明の
LED照明への交換検討
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目標項目 内容 結果 コメント

1
電気使用量を削減する

（いわて生協全体）
前年比99％にする △ 目標未達成（目標比100.2％、前年比では99.2％）で

したが、年間20万6千kWhの電力を削減。

2
電気使用量を削減する

（店舗）
前年比99％にする

（比較可能店舗） ○ ①目標比99.9％で達成。②前年比削減量は22万3
千kWhで、金額換算は350万円相当。

3
電気使用量を削減する

（本部北棟2階）
年間3,400kWhを削減する ○

4,138kWhを削減し目標達成（目標比122％）。
CO2排出削減量は2トン。飲料自販機1台削減、蛍
光管の間引き・プルスイッチ化など。

4
電気使用量を削減する

（本部南棟）
前年比127kWh以上削減する ○ 電気削減の行動計画はすべて実施し、211kWhを

削減し超過達成。

5
電気使用量を削減する

（盛岡、久慈以外の支部合計）
前年比98％にする ○ 目標比99.6％と達成。達成支部は花北・釜石支部

で、にのへ以外の支部は前年以下に削減できた。

目標項目 内容 結果 コメント

1
コピー紙（内部印刷用紙）を
削減する（本部北棟2階A4
版換算）

コピー紙仕入れ量を前年比
95％以下に管理する ○ 年間仕入量は前年比91％と目標を達成。枚数で

23万枚削減、コストで14万円削減できた。

2 コピーカウント数を把握す
る（維持管理項目）

いわて生協全体のコピーカウント数（店舗除く）は
243万回と前年比91％の実績。

3 効率的な共済宣伝活動(共
済福祉事業部）

チラシの配布状況、レスポンス
を調べ集約、結果に基づき、効
果的なチラシ活用を図る

○ 独自チラシの成約率は0.34％（目標0.31％、前年
0.28％）に向上し目標を達成。

目標項目 内容 結果 コメント

1
廃棄物の有価物化とコスト
の把握（経営企画室）

廃棄物の有価物化と廃棄コス
トの両面を把握する管理を進
める

○
「廃棄物検討会」を16回開催し、有価物化の検討
を進めた。店舗ダンボール、発泡スチロール減容
インゴット売却を新たに実施できた。

2
廃棄物の排出量把握

（維持管理項目）
【食品リサイクル率】

いわて生協全体の廃棄物は572トンで、前年の581
トンをわずかに下回った（前年比98.6%）。【食品
リサイクル率】食品の排出量（農産の廃棄、残商
品、生ごみ、魚アラ、肉脂、食廃油）の合計は454
トンと集計。食品リサイクル率は56.5％（前年は
59.4%）となった。

3 残商品の排出抑制（惣菜部）
店舗での惣菜の廃棄物（廃棄
ロス率）を2.5％にする。 ○ 2008年度初めて設定した目標。2月、3月と2.5％

を切ることができた。

目標項目 内容 結果 コメント

1
店舗でバラ供給を推進する

（水産部）
月度でのバラ供給の実績把握
新規バラ売りアイテム拡大 ○ 9月度以降7か月で901万点をバラ（ノートレイ）で供給。年間では約1,300万点の実績と

なり、トレイを使用したと仮定すると約320万枚に相当。

2 レジ袋節約率の向上
2009年3月度に全店平均
50％到達 ○ 3月度の到達目標50％に対して、51.6％で達成した。

3
共同購入トラックの
燃料節約

共同購入トラックの燃費を
前年比4％向上させる。 ○ ①全車平均1ℓ当たり5.96ｋｍの走行を実現でき、達成できた（目標5.69km、前年

5.48km）。②デジタコは08年度中に30台まで導入。

4
業務使用認定車の燃料

（維持管理項目）
（ガソリン＋軽油）使用量を
前年と同量に維持 ○ 前年比70％と大きく削減できた。削減量は47,600ℓ。1ℓ100円として476万円の経費

削減ができた。

5
共同購入トラックのCO2排出
量の削減（共同購入事業部）

共同購入トラックのCO2排出量を
前年比99％にする(1億円当たり) × 供給高1億円当たりのCO2排出量は8,389kg（目標は8,022kg）と未達成。
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目標項目 内容 結果 コメント

1
フードマイレージの研究

（経営企画室）

フードマイレージの調査研究
を深め、情報提供、学習会等
を行う

△
データ整理のための検討会を2回行った。水産部は
4品で表示を実施。その後畜産関係のデータ整理を
行った。

2
メンテナンス企画の実施

（家電センター）
家庭用暖房機の分解整備の受
注230台を目指す ○ 300台受注でき達成。

3
環境配慮商品の普及

（セリオセンター）
エコ棺の利用率（利用本数/葬
儀件数）30％を目指す △

エコ棺の利用はセリオホール中野53件、同みたけ
37件で計90件。利用率は19％と目標の30％に
は届かなかった。

4
環境配慮商品の普及

（共働社）
自動車保険にリサイクル部材
使用の付帯特約を進める ○ 昨年から目標に掲げ、契約時に呼びかけて75件

（前年54件）の成約となった。

5
環境情報の発信を強める

（店舗営業企画部）
セールチラシなどで環境情報
を発信する ○

年間122件の環境関連情報を発信した（前年120
件）。セールチラシ、BGM、ポスターのほか臨時媒
体（仕込み味噌など）でも県産品をアピールした。

6
環境情報の発信を強める

（広報室）
広報媒体で環境情報を発信す
る ○

ハローコープ、コープナウでの定期情報発信は計
画通り実施。環境活動の取材を呼びかけるマスコ
ミリリースは10回実施した。

7
環境情報の発信を強める

（家電センター）

省エネ家電情報（5回）や暖房
機メンテナンス情報を発信す
る

○ 毎月、省エネ家電の紹介、メンテナンスチラシの
配布、家電品の上手な使用の提案情報を発信した。

8
環境情報の発信を強める

（灯油課）
灯油の安全な保管について情
報提供する ○ 計画通り実施された。ホームタンクの洗浄やメンテ

ナンス・修理を249件受注できた。

9
組合員の環境教育の推進

（組織本部）

地球温暖化について知り、環
境にやさしい行動をする人を
増やす

△
①行動参加人数は、目標3,500人に対して2,744
人（1日エコライフ参加者2,474人、電気ダイエッ
ト提出者270人）。親子エコエコ探検隊活動は7回
実施（5店）。

目標項目 内容 結果 コメント

1
灯油貯蔵施設の巡回点検の
実施（灯油課）

冬季灯油期前に巡回計画を立
て実施（消防法） ○

8月度、9月度、1月度の3回、店舗、支部の地下
タンク周り、給油施設を巡回点検した。備品の不
足、清掃、法規制項目を点検し、必要に応じて補
充、連絡を行った。

2
新施設での環境配慮

（開発施設部）
ベルフまつぞの、久慈支部改
装での環境対応設備の導入 ○

①久慈支部では冷設での二温度設定システム、スリ
ム蛍光管、リサイクル材使用などの環境配慮を実施
した。②ベルフまつぞのでは、ベルフ山岸の環境配
慮を踏襲した。

目標項目 目標内容 結果 コメント

1 取引先・他企業へのEMS普及
ローカルスタンダード（IES）
を普及する × 第3回「企業経営と環境セミナー」を開催。IES構築講座実施と集合コンサル実施。しか

し I ES認証取得は3社にとどまった。

2

常勤者で環境問題を学び、
行動する
  経理部、介護福祉センター
  物流TC課、セットセンター

電気ダイエット参加、キャン
ドルナイト参加など環境意識
を高める

○

①経理部は1日エコライフ参加、毎月のノー残業デー、環境施設見学（2回）など多彩なプ
ログラムを完全実施。②介護福祉センターは「年間の活動テーマを設定する」「電気ダイエッ
トへの参加」「ヘルパーミーティングでの学習活動」を毎月実施した。③物流TC課では、「白
熱灯から電球型蛍光灯への切り替え」等学習会を10回実施した。④セットセンターでは、
毎月のミーティングで電気、廃棄物の振り返りを行い、ニュース回覧での確認を進めた。
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１）実施対象　全ての店舗・支部・センター・部署（50サイト）と

システム全体（環境マネジメント責任者及び事務局）

２）実施期間　事業所監査／ 2009年1月19日（月）から2月21日（土）の5週間

システム全体監査／ 2009年１月28日（水）

３）実施監査員　31名

４）監査員の指摘事項（監査所見） 

１ 所見の件数  58件（前年61件）

（内訳）  不適合Ａ  1件（前年「重大な不適合」 5件）

     不適合Ｂ  21件（前年「軽微な不適合」25件）

     改善の余地 36件（前年「観察」31件） 

２ 各事業所の優れた取り組みや、監査員の助言等を記述する「所見書メモ」

 が96件集約されました。
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環境保全の分類 環境コスト 内容

廃棄物の処理費用 2,507万円 一般廃棄物収集・運搬の費用・発泡スチロール等の処理委託費。魚アラ回収リサイクル費用

環境保全のための費用 1,483万円 大型店舗の環境維持状況（空気、水、害虫等）の検査・維持管理費用255万円

浄化槽の保守点検費用、修繕費用184万円

グリストラップ（除害設備）の定期清掃、排出物の処理費用996万円

灯油地下タンクの定期漏洩検査・灯油施設点検費用48万円

地球温暖化対策・省エネの
ための費用

812万円 太陽光発電による発電量の電気料金換算18万円、減価償却費125万円　　　　　　　　　　　小計107万円

エスコサービスによる電気料金削減効果推計595万円（制御量データに料金単価をかけたもの：店舗全体の電気料
金削減に直接連動しません）、エスコサービス料金（年間）210万円　　　　　　　　　　　　　　小計385万円

空調効率向上のためのフィルター交換・清掃348万円、空調機の効率維持のための保守・点検費用640万円、店
舗冷凍・冷蔵設備の保守点検契約費用102万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小計1,090万円

レジ袋節約運動の直接収支差 239万円 レジ袋減少分921万円（節約枚数562万枚）
レジ袋節約ポイントサービス682万円（1,363万ポイント×0.5円）

容器包装リサイクル法・家
電リサイクル法の負担額

677万円 容器包装の再資源化委託料金659万円

回収した対象家電品の拠点への運搬費用18万円

組合員のリサイクル物回
収・再資源化の直接収支差

23万円 作業委託費316万円、機械保守料・備品28万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小計344万円

リサイクル品売却代金／牛乳パック42万円、ペットボトル・卵パック226万円、トレイ53万円　　  小計321万円

事業からの排出物の有価売
却直接収支差

2,962万円 共同購入チラシ・本部古紙リサイクル売却2,013万円、ダンボール売却1,034万円、店舗廃食油29万円、肉脂9
万円、鉄・廃プラスチック他35万円、発泡スチロール減容インゴット27万円、発泡処理費減48万円（4か月）、
作業委託費207万円、減容機減価償却費26万円（4か月）　　　　　　　　　　　　　　　　  小計2,962万円

ISO14001更新審査費用 94万円 （株）日本環境認証機構による2008年度サーベイランス審査料
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